
    さいたま農林振興センター管内

農地維持 円 資源向上
（共同）

円 資源向上
(長寿命化)

円

 

【認定の対象となる資源の状況】

ha 19.13 ha ha 19,700 m m m 箇所 8,800 m

【活動組織の構成員】
70 人
40 人

令和４年度作成

ふりがな きたねたんぼかんきょうほぜんかい 活動開始
年度

平成１９年度活動組織名 北根田んぼ環境保全会

①地域共同による農地、水路、農道等の地域資源の適切かつ基礎的な保全管理を始め、幹線・支線用水路の補
修や農道への砂利敷設等の管理を行っています。

②農村環境保全活動の一例としてアジサイやひまわりを植栽し、景観形成活動を行っています。開花した様子を
地域の方へ観覧していただく場も設けており、たいへん好評です。今年は新型コロナウイルスの影響からひまわ
りの観覧は中止となりましたが、アジサイを地域の人に見てもらう「アジサイ祭り」は無事に開催することができま
した。現在は来年度に向けて準備を行っています。

③農業用施設の現地調査を行い、地域住民からの要望の対応や、補修工事を行っています。

　

ふりがな こうのすしきたね
現活動期間 令和１～５所在地 鴻巣市北根１６２２

交付金額（基本） 1,738,300 1,020,024 2,370,960

※交付金額は、交付単価に基づいた金額を記入しています。

草刈り作業の様子 　　　ひまわりの様子
長寿命化による排水路工事の

希望箇所の様子

①今後５〜１０年先を⾒据えた農業振興を図るため『北根地区農業全体計画』を鴻巣市の指導により策定したい。
②農地中間管理機構への農地集約化と併せて、｢埼玉型ほ場整備事業｣の実施を鴻巣市に要望しており、農道の拡
幅・整備や用排水路整備を希望しています。
③多面的機能支払交付金を活用し、郷土に誇りと愛着を持ち、地域に未来の希望が持てる取り組みを行いたい。

④平成１９年度から始まったこの事業も今年で１６年目に入るため、役員の高齢化が進んでおり、世代交代を進めて組織の
活性化を図る計画です。
⑤施設の長寿命化のための活動を活かし、施設の老朽化にも取り組んで行きたいと考えています。まずは、希望のあった

箇所の土堀の排水路をコンクリートＵ字溝に布設替えする予定です。

                     ■合言葉は、『わくわく北根に、良く来たね ! !　』■
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農業者  ：  主な構成
 団体名

北根第一農家組合･北根第二農家組合、北根第一自治会、
北根第二自治会、老人会、北根子供会、北勢会非農業者 ：

主な活動又は特色ある活動

今後の取組について


